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第１８回講演と懇親の夕べ ２０１８年１２月８日（土）

第１８回「講演と懇親の夕べ」は弁護士法人パートナーズ法律事務所・片岡勇弁護
士を講師にお招きし、２０１８年１２月８日（土）早稲田キャンパス９号館にて多
数の会員の出席のもと開催されました。講演会終了後は会場を高田牧舎 Pizzeria 
TAKATA BOKUSYAに移し、懇親会が行われました。

第３３号

第１部 講 演 会（１５：００～１７：００）

会 場 ：早稲田大学 早稲田キャンパス９号館５階第１会議室
講 師 ：弁護士法人パートナーズ法律事務所 片岡 勇 弁護士
演 題 ：「個別労働紛争の事例から考える社労士業務の留意点

～社労士・弁護士双方の経験を踏まえて～」
第２部 懇 親 会（１７：３０～２０：００）

会 場：高田牧舎 Pizzeria TAKATA BOKUSYA

※題字は小林昌尚名誉会長の筆によるものです。



第１部・講演会 は、長部ひろみ会員（東京会）の司会により、大南弘巳会長（東京会）の開会の
辞で始まり、講師である 弁護士法人パートナーズ法律事務所・パートナー弁護士の片岡勇先生に約
２時間にわたり、「個別労働紛争の事例から考える社労士業務の留意点～社労士・弁護士双方の経
験を踏まえて～」というテーマでご講演いただきました。ご講義の前半部分では、労働事件の特徴、
個別労使紛争の解決手続き、労働審判制度の概要等について解説していただき、労働審判申立書が
届いたらどうすればよいか、あっせん・労働審判・裁判上の和解における雇用紛争事案を比較する
と実情はどうか、といったことなどもお話しいただきました。後半部分では先生が実際に扱った個
別労働紛争の実例を５例、ケーススタディ的にご紹介いただきました。また、社労士実務に関係す
る民法の改正部分についても解説していただきました。お話を通して、法的思考力（リーガルマイ
ンド）を高めていくことはわれわれ社労士にとっても重要であるということを大いに再認識させら
れ、参加会員諸氏にとって資するところが大きいご講演でした。前田康彦副会長（東京会）の閉

会の辞をもって第１部講演会を終了しました。

片岡勇 弁護士 の経歴
１９９２年３月 早稲田大学政治経済学部政治学科卒業
１９９２年～２００４年 非鉄金属メーカー、

社会保険労務士事務所勤務
２００４年４月 早稲田大学大学院法務研究科

（ロースクール）入学
２００７年３月 同科修了

新司法試験合格、司法修習生（新６１期）
２００９年１月 パートナーズ法律事務所入所
２０１２年１月 弁護士法人パートナーズ法律事務所に

改組、 社員（パートナー）弁護士就任

開会の辞を述べる大南弘巳会長／司会の長部ひろみ会員／開会の辞を述べる前田康彦副会長



第２部・懇親会 は会場を「高田牧舎 Pizzeria TAKATA BOKUSYA」に移して催され、上田
純子副会長（東京会）の司会のもと大南弘巳会長の開会の辞で始まり、福島健寿会員（栃木会）
の音頭で乾杯して歓談に移りました。途中、ご出席いただいた他大学社会保険労務士会、他士業
稲門会の皆さまをご紹介させていただき、また、初参加の会員の皆様に自己紹介をしていただき
ました。さらに、曽布川哲也幹事長代行（東京会）のトロンボーン伴奏による「早稲田の栄光」
吟唱なども挟んで会は大いに盛り上がり、最後は蒲生秀晴副幹事長（東京会）の指揮のもと全員
で母校校歌を斉唱し、森岡三男副会長（東京会）の閉会の辞をもって無事中締めとなりました。

開会の辞を述べる大南弘巳会長／福島健寿会員による乾杯／初参加の会員の皆様の自己紹介



支援講座
通算1１年目、社労士単独講座としては８年目

「秋クォーター」としては２年目の講義を無事終了

２００８年より母校・早稲田大学において、社会保険労務
士・行政書士・司法書士・税理士の四士業稲門会「稲士会」
による大学との提携講座がスタートし（稲士会は現在、中
小企業診断士を加えた五士業各稲門会で構成されています）
講座名は「企業法務概論」でした（現在の正式名称は「労
働・社会保障実務概論（早稲田大学校友会支援講座）」）。
講座の趣旨は、法律と実務の専門家である各士業の会員が、
ゲストスピーカーとして母校の教壇に立ち、企業実務の知
識を後輩学生の皆さんに伝授するとともに、それぞれの士
業の業務の内容や社会的役割を伝えていくものです。講座
は、どの学部の学生でも学年にとらわれずに履修することが
できる「オープン教育講座」であり、通常の授業と同様に科目登録単位制をとっています。

２００８年度の最初の年の講座は、通期全２８コマ（内、当会の担当は７コマ）、登録学生枠３０名
でスタート。翌年度からは、前期と後期に分けて学生を募集し（前後期各１５コマ。内、当会の担当
は前後期計７コマ）、募集枠は５０名に拡大され、さらに後期は１００名へと拡大され実施されまし
た。２０１０年度の講座は、前後期各１５コマ、全３０コマで、それぞれの募集枠１００名で実施さ
れましたが（当会は前後期計８コマを担当）、学生の当講座に対する人気は高く、前後期各２２０名
から３００名前後の聴講応募者があり、最終的には、前期１１４名、後期１０６名で実施されました。

２０１１年度からは、各士業がそれぞれ単独講座を持つことになり、社会保険労務士の担当分野につ
いても「社会保険労務士講座」として前期１５コマの講義が行われることになりました（内３コマを
当講座担当教授である早稲田大学副総長・法学学術院教授島田陽一先生の門下である細川良先生にご
担当いただいています） 。２０１３年度の講座からは、従来の「提携講座」から現在の「校友会支
援講座」へと呼称を改めました。

１０年目２０１７年度の支援講座から、新たに導入されたクォーター制に沿って、秋クォーター の
火曜日・金日の４時限目に１５コマの講義が実施され、２０１７年は４４名、２０１８年は４９名の
学生が登録、それぞれ無事に全カリキュラムを終了しました。

２０１９年度 労働・社会保障実務概論

カリキュラム（１講座９０分）

２０１９年度のカリ
キュラムは表のとお
りとなります。会員
の皆様の中で個々の
講義内容に関心を持
たれ聴講を希望され
る方や、来年度以降
のゲストスピーカー
を希望される方は、
支援講座担当・曽布
川幹事長代行にメー
ルにてご連絡くださ
い。ご連絡をお待ち
しております。また、
聴講の際には、講義
が行われる教室も
メールでお問い合わ
せいただくか、当会
ホームページにてご
確認ください。
tetsusob@gmail.com
http//sr-waseda.net ※ 火曜日・金曜日４時限（１４：４５～１６:１５）実施（教室は事前にお問い合わせください）

授　業　日 テ　ー　マ 講　師

1 9月27日 （金）  労働・社会保障実務における社労士の役割 曽布川 哲也

2 10月1日 （火）  労働法概論（１） 細川　良

3 10月4日 （金）  労働法概論（２） 細川　良

4 10月8日 （火）  企業は従業員をどのように募集しどのように採用するのか 大津　章敬

5 10月11日 （金）  就業規則を工夫することで人材を人財にできる 荒　久美子

6 10月15日 （火）  賃金と労働時間・休日・休暇の原則を知る 松村　伸子

7 10月18日 （金）  雇用形態の多様化と柔軟な働き方を考える 上田　純子

8 10月22日 （火）  人事労務コンサルタント業の実際 市村　剛史

9 10月25日 （金）  社会保障概論 細川　良

10 10月29日 （火）  職場の安全衛生とメンタルヘルス 長部　ひろみ

11 11月5日 （火）  労災保険制度のしくみと実際 木村　辰幸

12 11月8日 （金）  雇用保険制度のしくみと実際・労働保険料の実務 見付　季代子

13 11月12日 （火）  医療保険制度のしくみと実際 萱原　しのぶ

14 11月15日 （金）  年金相談の実際 香川　賢司

15 11月29日 （火）  社労士の活動の実際／期末試験・アンケート 若林　正清



写真［上段より］
曽布川哲也会員／
大津章敬会員／荒
久美子会員／松村
伸子会員／上田純
子会員／鎌田勝典
会員／長部ひろみ
会員／木村辰幸会
員／見付季代子会
員／萱原しのぶ会
員／香川賢司会員
／若林正清会員



２０１８ 稲門祭 ＆ HOME COMING DAY・第１６回参加ご報告
２０１８年１０月２１日（日）早大キャンパス

２０１８年１０月２１日（日）、恒例の「ホームカミングデー」が母校において開催され、当会で
は、例年どおり本部キャンパス大隈銅像近くに「年金労務相談コーナー」を開設しました。ボラン
ティア相談員等でご協力いただいた会員の皆様、ありがとうございました。



２０１８年１２月８日（土）（ 「講演と懇親の夕べ」
と同日）１３時から、会員相互研鑽の一環として第２
回の特別講演会を開催しました。今回は働き方改革関
連法をテーマに取り上げ、大津章敬会員（当会副会
長）に講師をお願いし、多くの会員の皆様にご参加い
ただきました。

日 時 ： ２０１８年１２月８日(土)
１３:００～１４：３０

場 所 ： 早稲田大学 早稲田キャンパス
９号館５階第１会議室

講 師 ： 社会保険労務士法人名南経営 代表社員
大津 章敬 会員（当会 副会長）

テーマ ： いよいよ来春施行！ ９０分でチェック
する 働き方改革関連法のポイントと
社労士としての提案

第２回会員特別講演会の開催ご報告 ２０１８年１２月８日（土）

早稲田大学 早稲田キャンパス９号館５階第１会議室

講演会終了後、林智子副会長（東京会）より連合会の近況等について、曾布川哲也幹事長代
行（東京会）より母校支援講座の実施現況等について、研修委員長である杉山秀文副幹事長
（東京会）より勉強会の実施状況等についての各種報告がありました。



２０１９年３月９日（土）としま産業振興プラザ（ＩＫＥ・Ｂｉｚ）において、第２６回・勉強会
（春の勉強会）を開催しました。

開催時期：２０１９年３月９日（土）
１３：３０～１７：００

会 場：としま産業振興プラザ
（ＩＫＥ・Ｂｉｚ）

１．講師・テーマ
講 師：二宮 孝 会員
テーマ：中小企業の“同一労働同一

賃金”の具体的な進め方
２．質疑応答

１時間近くにわたり活発な質疑応
答が行われました。

３０名参加（懇親会参加２７名）

第2６回勉強会の開催ご報告 ２０１９年３月９日（土）としま産業振興プラザ

勉強会終了後は会場付近の居酒屋「北海道 池袋西口店」にて懇親会が行われ、大いに盛り上がり
ました（参加費用：懇親会とセットで６,０００円） 。



第１９回定期総会を下記のとおり開催いたします。会員の皆様には、是非ご参加下さいますよ
うお願い申し上げます。詳細については別途お送りするご案内をご確認ください。

【日 時】２０１９年６月８日（土） １４：００～２０：００

第１部 定期総会 １４：００～１５：００

第２部 講 演 会 １５：００～１７：００

講 師 ：亀田 高志 先生（株式会社健康企業代表・医師）
演 題 ：顧問先のメンタル不調とストレスチェックに関する助言・指導のポイント

第３部 懇 親 会 １７：３０～２０：００

【会 場】定期総会／講演会：早稲田大学 早稲田キャンパス９号館５階第１会議室

懇 親 会：「楠亭」（大隈会館１階教職員レストラン）

東京都新宿区戸塚町１丁目１０４-１９  ０３-３２０３-４１５１

【総会議題】（１）平成３０年度事業報告及び決算報告承認の件（２）平成３１年度事業計画
（案）及び同予算（案）承認の件（３）役員改選に関する件（４）その他

【懇親会費】 ５,０００円

●亀田 高志先生のご紹介
1991年産業医科大学医学部卒。大手専属産業医、産業医科大学講師を経て産業医科大学設立
による(株)産業医大ソリューションズの創業社長を2006年から2016年まで務める。退任後は、
人事担当者や専門家に向けた健康経営やストレスチェック等の健康確保対策の普及・啓発活動
に注力。社会保険労務士がメンタルヘルス対策を学ぶ健康企業推進研究会R を主宰している。
日本内科学会認定内科医、労働衛生コンサルタント、日本医師会認定産業医の資格を持ち、福
岡産業保健総合支援センター相談員、国際EAP協会日本支部理事、日本産業衛生学会エイジマ
ネジメント研究会世話人でもある。
《最近の著作》
『改訂版 人事担当者のためのメンタルヘルス復職支援』（2018年 労務行政）
『課題ごとに解決！健康経営マニュアル』（2018年 日本法令）
『健康診断という「病」（日経プレミアシリーズ）』（2017年 日経経済新聞出版社）
『社労士がすぐに使える！メンタルヘルス実務対応の知識とスキル』（2017年 日本法令）

第１９回「定期総会」開催のお知らせ ２０１９年6月８日（土）予 告



「稲士会」では２０１９年４月１４日（日）に日帰り
ツアー企画「成田山散策とウナギの会」を催行しまし
た。大本山新勝寺では、税理士稲門会成田支部・池田
様の個人的なご縁により、普段は閉ざされて入ること
のできない場所まで案内していただきました。昼は参
道沿いの老舗食事処「ひかたや第二支店」にて名物の
鰻重を堪能しました。
稲士会では今後も機会があればこうした日帰りツアー
を企画・開催したいと考えています。その際には会員
の皆様の奮ってのご参加をお待ちしています。

日 程： ２０１９年４月１４日（日）
参加費： ６, ０００円（稲士会から２,０００円の補助）

コース １０：４０ 成田駅（集合場所）出発
１１：００ 成田山新勝寺ご祈祷・坊入繕

散策
１３：００ 昼食 ひかたや 第二支店

食後 お土産、散策
１７：００ 解散

「成田山散策とウナギの会」を催行しました！
２０１９年４月１４日（日）

稲士会

【発行】社会保険労務士稲門会

《事務局所在地》 〒171-0022 東京都豊島区南池袋 3-13-14
大南経営労務アドバイザリーオフィス内

TEL:03-3971-2152  FAX:03-5396-3802

■当会ホームページ 随時更新しています！情報の確認に、また新入会員の勧誘にご活用くださ
い！（「社労士稲門会」で検索、又は URL: http//sr-waseda.net）

■当会へのご入会を希望される方は、ホームページで当会会則をお読みになったうえで、「入会
申込み」ページにて入会申込書をダウンロードし、必要事項をご入力してください。さらに、年
会費（５,０００円）をホームページ記載の指定の口座にお振り込みいただき、入力済みの入会申
込書を、下記窓口までメールに添付してお送りください。

・入会申込受付窓口 ： 社会保険労務士いちむら事務所 市村 剛史（事務局担当）
メールアドレス：info@office-hci.jp


